
 

 

 

 

 

 

 

 

 

助成を受けた１６団体が活動発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

各テーブルで発表内容をもとにグループ交流 

 

 

 

 

 

 

 

 

助成団体から一言＆運営委員からのアドバイス 

 

 

 

 

 

 

 

 

公 益 信 託 広 島 市 ま ち づ く り 活 動 支 援 基 金 

第1６回（平成３０年度）助成事業 中間活動発表会が開催されました 

 平成３０年１１月１０日（土）、合人社ウェンディひと・まちプラザ(まちづくり市民交流プラザ) にて、公益

信託広島市まちづくり活動支援基金「ひと・まち広島未来づくりファンド Ｈ㎡（ふむふむ）」第１６回助成

事業において助成を受けた１６団体（団体育成助成部門２団体、まちづくり活動発展助成部門１４団体）

が中間活動発表を行いました。   

今回の助成事業には、３０団体からの応募がありました。 このうち、育成部門は書類選考で３団体を決

定。発展部門は１５団体が書類審査を通過後、公 開審査会に臨み、創意工夫を凝らしたプレゼンテー

ションを行いました。 （審査結果は下表のとおりです。）   

テーブルごとでの簡単な自己紹介の後、各団体はス

テージ上にて中間報告を行いました。 

５月の公開審査会の緊張した雰囲気とは異なり、ど

の団体もリラックスした様子で自分たちの活動について

報告していました。 

公開審査会で知り合った団体同士が交流を図り、一

緒に活動したという報告もありました。 

 

「その活動ってここがいいよね！」「今度一緒にイベン

トをしませんか？」など、発表した団体の活動内容につ

いてテーブルごとで話をしながらグループ交流を行いま

した。 

グループ交流をすることで、自分達の活動を他の団

体にも知ってもらうとともに、他の団体の活動も知ること

ができました。 

 

最後に全助成団体から一言ずつコメントしてもらいま

した。「ほかの団体の活動を聞いて自分たちの活動を

振り返るきっかけになった。」「次の成果発表でみなさん

に良い報告をしたい。」という声がありました。 

また、運営委員からは「まちづくりに王道はない。」

「活動を続けていくうえで発見や気づきが大切である。」

というコメントをいただきました。 

 来年５月には成果発表会が行われる予定です。 

 今日の成果を今後の活動に活かして広島のまちづくりを盛り上げましょう。 


